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１．新しい富山大学理学部と同窓会への期待 

 
１．１ “後輩のために後援会をつくろう” 

同窓会長 平田 卓郎 

 

 同窓会員のみなさん、お元気ですか。 

 日頃から同窓会にご理解とご協力を賜り、深く感謝いたしております。 

 ご周知のように、本年４月１日から、すべての国立大学は、改めて『国立大学法人』として生

まれ変わっています。 

 理学部、大学院理工学研究科博士前期課程・後期課程においても、昨今、多大の研究業績が報

告されていますのは喜ばしい限りです。 

 先端の科学技術の振興なくして、我が国の繁栄は考えられません。永く続いている不況からの

脱出が切望され、その兆しも見えてきております。 

 この際、同窓会５０周年記念事業の一環として、後輩諸賢のために、母校に理学部後援会を発

足させたい。将来に向けて、自然科学・科学技術の研究をさらに充実させ、その発展を期したい

と存じます。 

 この趣旨にご賛同いただいて、なにとぞ格別のご配慮を賜り、醵金にご協力いただきますよう

お願い致します。 

 同窓会諸賢の今後のますますのご健勝をお祈り申し上げます。 

 

 
      富山大学理学部校舎 左の７階建ては総合研究棟 
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１．２ 理学部の近況と果たすべき役割 

名誉会長（理学部長）平井美朗 

 理学部同窓会が創立５０周年を迎えられたこと、誠におめでとうございます。 

 創立４０周年の記念誌に、当時の理学部長であった松本先生が、教養部の解体とそれに伴う学

部改組を通した理学部の飛躍について述べておられました。また、懸案事項として理学部校舎の

狭隘化の解消と老朽化の改善及び理学研究科博士課程の設置を挙げられおられました。 

 それから 10 年が経ち、この間、理学部校舎の改修増築が行われ、改修も、あと 4期を残すのみ

となっており、教育研究環境が格段に改善されました。大学院博士課程については、松本、風巻

両元学部長を初めとする教職員の努力により「理工学研究科博士後期課程」として実現いたしま

した。さらに、この 10 年で、設備もずいぶんと充実しました。私は、他大学の理学部に伍して負

けない環境だと思っています。同窓生の方々もぜひ皆さんの青春時代の故郷である理学部の今の

姿を見に来て欲しいと思います。 

 ここで、本理学部を取り巻く状況について御紹介します。 

 2001 年に文科省が「大学の構造改革の方針」を発表して以来、全国の多くの国立大学に統合の

気運がたかまり、富山県でも県内国立 3大学の統合の話し合いがもたれ、迂曲屈折を経ながら、

2003 年 5 月７日に統合の調印が行われました。統合は 2005 年 10 月で、学生受け入れは 2006 年 4

月となります。富山大学は 8学部を擁する名実ともに本格的な総合大学として新たに発足するこ

とになります。現在、新大学創準備推進委員会や各種専門部会等の委員会で統合後の仕組みにつ

いて協議されています。 

 次に、法人化についてですが、2002 年 7 月に国立大学法人法が成立し、国立大学の設置形態が

大きく変わることになりました。明治 5年に国立大学が設置されて以来の大改革です。富山大学

も今年の 4月から国立大学法人富山大学となりました 

 国立大学法人法の中には、これまでの国立大学にはなかった、多くの新しい考え方が導入され

ています。学長のリーダーシップが強化されること、役員会と経営協議会を設けて構成委員の半

数以上の学外有識者が大学の経営主体に参加すること、自主的、自律的運営と競争原理を導入す

ること、非公務員型の雇用形態を導入すること、中期目標・中期計画という計画性を導入し、そ

の達成度を評価して、その結果を運営交付金の配分に反映させること等が挙げられます。また、

運営交付金の使途に関しては、これまでより自由裁量の部分がかなり大きくなりましたが、その

分効率化係数よる運営交付金の削減が義務付けられており、富山大学では毎年約 6,000 万円ずつ

削減されていくことになります。従って、外部資金を獲得しなくては研究を継続することが大変

難しくなっています。このように、法人化により自主的な運営がやり易くなった反面、評価によ

る運営交付金の査定や運効率化係数による恒常的な削減と言った大変厳しい負荷も掛かってきま

す。 

 今後大学を取り巻く状況は益々厳しく変化することが予想されます。しかしながら、どのよう

な状況下にあっても、大学の使命は教育研究であり、それらを通して社会に貢献すること、に変

わりはなく、このことを念頭に我々教職員は理学部の発展のために努力して行きたいと思ってい

ます。また、最近の高校生の学力低下や履修の偏り（特定の教科にのみ力を注ぐ）等が問題にな

っており、今後このような学生の入学が増えてくることを考えると、富山大学において、自然科

学の基本的分野の学問を担っている理学部の役割は決して少なくないと思います。 

 最後となりましたが、理学部同窓会の益々の発展を祈念するとともに、今後とも同窓生の皆さ

んの本理学部への絶大なるご支援をお願いします。 
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１．３ 理学部後援会設立と同窓会への期待 
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２．生まれ変わった理学部校舎の特徴 

 

２．１ 新しく生まれ変わった理学部校舎の全景 

 
  中央のガラス部分がエントランス，左側が１号館，右側が２号館，奥の７階建てが総合研究棟 

 
   同窓会が寄付した理学部エントランス左側に設置された理学部，理工学研究科の石標 

    

   同窓会創立５０周年記念として寄贈された１７０万円の石標（平成１５年３月） 
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（左）１号館側が観た校舎            （右）２号館側からみた校舎 
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２．２ ２号館屋上の太陽光による自家発電装置と太陽熱温水器 

 
   ２号館屋上に設置された太陽光発電モジュール，５基の太陽電池アレイ 

  

   附属図書館から観た太陽光発電モジュール   右は拡大写真 太陽光を受ける太陽光発電モジュール 

  
総合研究棟の方向へ合わせ見る            太陽熱温水器 
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     屋上の接続箱（集電箱）               パワーコンディショナー（電気室） 

 

 

           TOM'S マガジン No.14 で紹介された太陽光発電システム 
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２．３ リフレッシュ・ルームの設置 

  
エントランス３Fの北側（メインストリート側）      エントランス３Fの北側 

  
２号館３Fの北側（メインストリート側）         １号館４F（中庭側）  

  
 総合研究棟３F                   エントランス２Fの南側（２号館へ向かって左側） 
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   エントランス２Fの北側             エントランス２Fの南側（２号館へ向かって右側） 

  
 

 
    総合研究棟７F 
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２．４ 冷暖房付き教室・実験室 

  
  冷暖房の効いた教室             冷暖房付き実験室 

  
物理学実験室（廊下側）               物理学実験室（窓側） 

 

  
物理学実験室                物理学実験室（廊下側） 
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２．５ エントランス・ホール 

  
  正面から見た理学部エントランス          反対側から観たエントランス，右側が１号館 

  
 入って右側の学務通知ディスプレイ群           入って左側のモニュメント 

 

エントランス奥の 掲示板群 
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         エントランス内部から玄関とその上を見上げたところ 

  
エントランス左奥の飲み物コーナー       更にその右側の喫煙コーナー 
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２．６ 整備された数学科の図書室 
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２．７ コンピュータ・ルーム 

 

   理学部コンピュータ端末室 （５１台の PC が設置されている） 

 

  プロジェクターやスピーカー，防犯カメラの設備された端末室 
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２．８ 総合研究棟のオープン・スペース研究室配置 

 

  ３Ｆ物理学科のオープン・スペース 

 
  ４Ｆ 地球科学科のオープン・スペース 

 
 



 16 

２．９ 多目的ホール 

 
  多目的ホール １号館南側 

  
             多目的ホール玄関            ゼミナール室 A 

 
駐車場側から見た多目的ホール



 17 

２．１０ ガラス工作室，工作室 

 

 ガラス実験装置を製作する岩城技術専門職員 

  
ガラス工作室入り口（１号館１Ｆ）          ガラス工作室全景 
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工作室（機械系の工作室） 

 
   ガラス工作室の左横の位置する旋盤，ボール盤などが設置されている 
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2.11 低温室と氷筍と南極の氷？ 

 地球科学科の低温室（総合研究棟 ４Ｆ） 

  
  ここには４つの低温室があり，右側のパネルの通り，1.1℃，-10.0℃，-7.5℃，-20.7℃に設定されていた．

この中に，氷がごろごろ，氷筍はもちろん，南極の氷もあるらしい？ 

  
    氷筍 
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２．１２ レーザー物理学実験室 

 
     富山大学が世界に誇るレーザー分光実験装置 

 
     素晴らしい研究成果を挙げている高木名誉教授と共同研究者の孫振東先生 
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2.13 埋没林保存コーナー 
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2.14 その他の特徴 

（１）教授会会議室 

  
（２）総務係，教務係 

   
（３）学部長室 
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３．研究室紹介 
３．１ 数学科の研究室紹介 
３．１．１ 数理解析講座 

（１）東川 和夫(Kazuo Azukawa) 教授 

職名：教授 
部屋番号： A221（仮） 
電話番号： 
電子メールアドレス：azuk@sci.toyama-u.ac.jp 
 
研究内容： 
複素多様体の内在的な不変計量の研究を行っている。即ち，すべての複素多様体上に，その多

様体から定義される概念だけを使って決まる，双正則写像で不変な計量の研究を行っている。そ

のような計量として，２乗可積分正則関数全体から決まるバーグマン計量，有界正則関数全体か

ら決まるカラテオドリ計量，単位円板から多様体への正則写像全体から決まる小林計量，そして

筆者が導入した，多重複素グリーン関数から決まる P 計量がある。多重複素グリーン関数は，

負の多重劣調和関数全体から決まる。現在興味をもっているのは，被覆写像に対して，２つ多様

体の P 計量間にどのような評価式が成立つかという問題と，等質有界領域のバーグマン計量の

正則双断面曲率が非正ならば，その領域が擬対称かという問題である。 

 
 
研究用の写真 

 

   
 
 
同窓生への一言 
慌てず, 騒がず, 着実に。 
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（２）池田 榮雄(Hideo Ikeda) 教授 

職名：教授 
部屋番号： B102（仮） 
電話番号： 076-445-6567 
電子メールアドレス：ikeda@sci.toyama-u.ac.jp 

 
研究内容： 

非線形現象におけるパターンダイナミクスの数理 
自然界は驚くほど複雑で美しい形，紋様パターンを我々に見せてくれます。動かないパタ

ーン，あるいは時々刻々と変化するパターンなど様々です。これらのパターンダイナミクス

を反応拡散系とその特異極限としての自由境界問題としてとらえ，それらの正当性と解析的
手法の確立を研究目標としている。具体的には，微分方程式による諸現象のモデル化（神経

系における情報伝播，化学反応，燃焼問題，生物個体群のパターン形成等）とそのメカニズ

ムの数学的（偏微分方程式論，解の分岐理論，特異摂動理論，非線形力学系理論），数値的
（数値解析）解析を行っている。 
 
 
研究室にて 

 

 
 
同窓生への一言 
昔，魚釣りに没頭した時期がありました。台風が接近して，海が荒れると大物が釣れることが

良くあります。今の混迷の時代こそ，大物になるチャンスです。リスクも大きいけど。 
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（３）渡邉 義之(Yoshiyuki Watanabe) 教授 

職名：教授 
部屋番号： B107（仮） 
電話番号： 076-445-6556 
電子メールアドレス：ywatnabe@sci.toyama-u.ac.jp 

 
研究内容： 
リーマン幾何学的立場から，特にリーマン計量と曲率テンソルの観点，概エルミート構造，ケー

ラー構造，四元数ケーラー構造，佐々木構造等の幾何的構造を構成することも含め，これらを備

えた多様体上の幾何学を中心に研究を進めている。また，対称空間の一般化である等質空間や弱

対称空間，さらには調和リーマン多様体の測地線の挙動や測地対称変換の性質を調べ，それらの

相互関係を明らかにする。特に，関心があるのが調和リーマン多様体である。compact の場合に

は本質的には CROSS であることが分かっているが，non-compact の場合には対称空間ではな

い例があり，分かってはいない。この例の次元は７次元以上であり，特に５，６次元の調和リー

マン多様体を中心に研究している。 

 
 
研究室にて  

 

 
 
同窓生への一言 
多くの病気の原因はストレスとのこと。それを信じている私は，山とテニスで顔を真っ黒にし

て免疫力を高めて（？）います。 
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（４）水野  透(Toru Mizuno) 講師 

職名：講師 
部屋番号： B103（仮） 
電話番号： 076-445-6559 
電子メールアドレス：mizuno@sci.toyama-u.ac.jp 

 
研究内容： 
1.formally real fields (順序をもった体) に関する諸問題。strong approximation property を有

する formally real field (SAP-field)の特徴付けを maximal real place (付値の一種) を使って試

み、新しい観点から formally real fields の諸性質を研究している。 
2.二次形式の理論と密接に関係のある順序をもった体の付値の研究。 
 
 
研究室にて 
 

 
 
同窓生への一言 
 数学科の卒業生も千数百名に達し，各方面で若手が活躍していることは喜ばしいことです。昭

和 50 年代頃までの卒業生は，一人一人顔が思い浮かんで来るのですが，最近の卒業生は一学年の

人数が多いことと４年間全く授業で対面しない学生がいたりして，「卒業式の日に初めて会った」

なんてウソのような話がママ起こっています。日頃の交流不足を反省しているこの頃です。 
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（５）木村  巌 (Iwao Kimura) 講師 
職名：講師 
部屋番号： B103（仮） 
電話番号： 076-445-6572 
電子メールアドレス：iwao@sci.toyama-u.ac.jp 

 
研究内容： 
数そのものの性質を探求する数論は，幾何学と並んで，数学の中で最も古い分野です。同時に，

現在でも非常に活発な研究が続けられている，熱い分野でもあります。 
純粋な興味から行われる，理論的な研究が，意外なところで実用に供される（現代の暗号理論

の基盤は、整数論です）意外な一面も持ち合わせています。 
私が研究しているのは，ある数の体系（代数体という）に，算術的な条件（類数の非可除性）

を付けたものが，どのように分布しているか，という問題です。19 世紀末に，素数であって，合

同条件を満たすものが，全体の中でしかるべき割合を占めることが示されました（Dirichlet の算

術級数定理。例えば素数で 4 で割ると 1 余るものは，素数全体の中で半分の割合を占める）。こ

の問題の，現代版とも言えるでしょう。決定的な解決は遙かに先と思われますが，理論的考察・

数値実験の双方からアタックしています。 

 
 
研究室にて 

    

    

 
同窓生への一言 
学舎を出ても，問い続けること，学び続けることを止めないでください。 
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３．１．２ 情報数理講座 

 
（１）阿部 幸隆(Yukitaka Abe) 教授 

職名：教授 
部屋番号： B203 （仮） 
電話番号： 076-445-6558 
電子メールアドレス：abe@sci.toyama-u.ac.jp 

 
研究内容： 
多変数の正則関数や有理型関数について研究しています。ある領域や複素多様体上の正則関数

全体の中で，普遍性をもつ関数はどのような正則同型写像の列に対して存在するか，また，その

ような関数はどのくらい多く存在するのか研究しています。有理型関数については，代数的加法

定理を許す多変数有理型関数はいかなる関数であるかを研究しています。これと関連して，閉リ

ーマン面の退化とヤコビ多様体の極限との関係に興味をもって，リーマン面が超楕円的な場合に

具体的に考察しています。 

 
 
研究室にて 

 

 
 
 
同窓生への一言 
 いつも心に余裕をもって生きたいものです。 
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（２）久保 文夫(Fumio Kubo) 教授 

職名：教授 
部屋番号： A220 （仮） 
電話番号： 076-445-6565 
電子メールアドレス： 

 
研究内容： 
  関数解析学は非有界なスペクトルを放ちながら発展を続けています。一方で多様な数学を統合

するかと思えば一方では非常に具体的なテクノロジーの道具としても不可欠と見なされます。 
  関数解析学の中でもヒルベルトの名が冠せられた完備内積空間上の有界な(＝連続な)線形作用

素に関わる分野である作用素論、及びそのような作用素の作る多元環を扱う作用素環論が私の数

学歴の始まりです。その後内積空間に由来する非負定値性が齎す作用素環の多様な順序構造に興

味を持ち, 特に非負定値作用素の作用素平均と呼ばれる理論が数学としては解析関数の理論や補

間空間論と大きな接点を持ち，一方で工学としては電気回路網の理論や電熱工学とも接点があっ

て相互に理論と応用がよい関係を保つ例となってきました。 

 
研究室にて 

 

 
 
同窓生への一言 

shall never vanquish'd be until 
Great Birnam wood to high Dunsinane hill 
shall come against him. 
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（３）小林久壽雄(Kusuo Kobayashi) 教授 

職名：教授 
部屋番号： B102（仮） 
電話番号： 076-445-6564 
電子メールアドレス：kobayasi@sci.toyama-u.ac.jp 

 
研究内容： 
自然現象を記述する数学の分野に確率論と微分方程式があります。特に偶然による変化や動き

は確率過程を用いて表現され，解析することが出来ます。空間を移動しながら分裂を繰り返し運

動する粒子の確率モデルとして，分枝過程（例えば分枝ブラウン運動）などが考えられています。

これらの確率過程は微分方程式と密接に関連していて，分枝過程の粒子の運動を調べることと，

微分方程式の解の漸近挙動を調べることには深い関係があります。 
分枝過程の極限定理の研究から対応する非線形偏微分方程式の解の漸近挙動の研究，さらに

種々の非線形問題を記述する確率過程の構成と解析などを行っています。 
 
 
図書室にて 

 

 
 
同窓生への一言 
情報が瞬時に世界中を駆けめぐる時代になってきました。同窓生の間の交流，情報交換が盛ん

になることを願っています。 
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（４）菅谷  孝(Takasi Sugatani) 教授 

職名：教授 
部屋番号： A120（仮） 
電話番号： 076-445-6563 
電子メールアドレス：sugatani@sci.toyama-u.ac.jp 

 
研究内容： 
環の拡大をテーマとして次の事項について研究している。 
(1) seminormal extensions, t-closed extensions, u-closed extensions; 
(2) simple extensions, accurate elements, super-primitive elements; 
(3) Richman extensions, flat extensions; 
(4) pseudo-valuation domains, almost pseudo-valuation domains;  
(5) semistar operations, localizing ideal systems. 
 
 
研究室にて 
 

 
 
 
同窓生への一言 
楽観主義，プラス志向で。 
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（５）吉田 範夫(Norio Yoshida) 教授 

職名：教授 
部屋番号： A225 （仮） 
電話番号： 076-445-6562 
電子メールアドレス：nori@sci.toyama-u.ac.jp 

 
研究内容： 
微分方程式の定性的理論，即ち，解のいろいろな性質を調べる研究を行っている。対象とする

微分方程式は，常微分方程式，関数微分方程式，偏微分方程式，関数変数をもつ偏微分方程式で

あり，それらの解の零点の存在及び分布を研究する振動理論に重点を置いている。偏微分方程式

のうちでも，楕円型方程式，放物型方程式，双曲型方程式，梁の方程式を特に詳しく研究してい

る。遅れ，進み，もっと一般に関数変数をもつような偏微分方程式は重要な研究対象である。ま

た，準線形楕円型方程式に対するピコネ等式，スチュルム型比較定理にも興味を持っている。 

 
 
数学図書室にて 
 

 

 
同窓生への一言 
自分の頭で考え，判断して下さい。 



 33 

（６）菊池 万里(Masato Kikuchi) 助教授 

職  名：助教授  
部屋番号： A222 （仮） 
電話番号： 
電子メールアドレス： 

 
研究内容：  

Banach 関数空間，殊に Lebesgue 空間，Orlicz 空間，Lorentz 空間などに代表される，再

配分不変性を持つ空間におけるマルチンゲールの理論，及び，それらの実解析学への応用を研究

している。研究の結果，例えば，マルチンゲールの諸性質（ノルム不等式やノルム収束など）が

成立する Banach 関数空間と，純粋に解析学的な性質（線形作用素の有界性など）が成立する

Banach 関数空間が，多くの場合，同一のものであることなどが解明されている。この方面の研

究は，確率論と実解析学・関数解析学との狭間に位置するものであり，双方の関連を解明するこ

とに役立つと思われる。 
 
 
数学図書室にて 

 

 
 
同窓生への一言 
何事もよい方向へ，よい方向へと考え，楽観主義で事にあたって下さい。 
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（７）古田 高士(Takashi Koda) 助教授 

職名：助教授 
部屋番号：A226  （仮） 
電話番号： 076-445-6560 
電子メールアドレス：koda@sci.toyama-u.ac.jp 

 
研究内容：  
曲面の高次元版である多様体の種々の位相不変量や幾何学的性質を微分幾何の立場から調べて

います。たとえば複素多様体は概複素構造というテンソル場をもつ微分可能多様体としてとらえ

られます。曲率という局所的な量を積み重ねると位相的な量となる（ガウス－ボンネの定理）な

ど。 
 ツイスター空間や自己双対的４次元概エルミート多様体，等質リーマン多様体上の概エルミー

ト構造の性質などをメインに研究しています。 

 
 
研究室にて  
 

 
 
同窓生への一言 
 「子曰，學而時習之，不亦説乎，有朋自遠方来，不亦楽乎，人不知而不慍，不亦君子乎」いつ

でも気軽にお立ち寄り下さい。元気な姿が見られると嬉しいです。 
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（８）藤田 安啓(Yasuhiro Fujita) 助教授 

職名：助教授 
部屋番号：  A125（仮） 
電話番号： 076-445-6566 
電子メールアドレス：yfujita@sci.toyama-u.ac.jp 

 
研究内容： 
Ornstein-Uhlenbeck 作用素による非線形放物型システムの安定化の研究：  
拡散と対流の影響を受け，時間発展をする非線型システム（非線型放物型システム）が安定に

なる理由を考えています。近年確率論で盛んに研究されている Ornstein-Uhlenbeck 作用素を拡

散と対流の原因と捉え，このシステムを見直すと今まで得られなかった安定化に関する結果が得

られます。このことに多いに興味を持って研究を進めています。 

 
 
数学図書室にて 

 

 
 
同窓生への一言 
『輝いて下さい』。 
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（９）幸山 直人(Naoto Kouyama) 助手 

職名：助手 
部屋番号： B203 （仮） 
電話番号： 076-445-6570 
電子メールアドレス：nkouyama@sci.toyama-u.ac.jp 

*PGP public key：http://kouyama.math.toyama-u.ac.jp/main/pubkey.asc 

*Key fingerprint(DH/DSS)： [7FA0 39E4 056E A871 5372 7B82 8BE0 3491 FAED 24D3] 

ホームページ URL：http://kouyama.math.toyama-u.ac.jp/main/ 
 
研究内容 : 

有限次代数体の整数環 A 上の特殊線形群 SL(m,A)に関する合同部分群問題に付随して，特に，

m=2 かつ A=Z の整数環について合同部分群と非合同部分群の分類とそれに付随する保形関数につ

いて研究しています。 

 
 
研究室にて 
 

 
 
同窓生への一言 
最近の学生を見ていると，あいさつの出来ない人を多く見かけます。あいさつのできる人にな

りましょう。自分への戒めの意味を込めて，サラリーマン川柳「携帯より，わが子につけたい，

マナーボタン」をひねって一句，「自分にも，付けたい機能，マナーボタン」をお送りします。 
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３．１．３ 数学図書室 

 

（１）狐塚 佳子(Yoshiko Kitsunezuka) 教務職員 

部屋番号： B110 
電話番号： 076-445-6571 
電子メールアドレス：yoshiko@math.toyama-u.ac.jp 
 
数学図書室の紹介： 

数学図書室では，洋雑誌を中心に 700 種類以上の数学関係学術雑誌を所蔵しています。これら

を有効に利用していただくために，附属図書館や他学科・他学部と連携を取り，受入・整理・閲

覧しています。 
 また数学教室では紀要「Mathematics Journal of Toyama University」を発行しており，この

紀要との交換によって得ている雑誌がほぼ半数を占めています。約400ヶ所と交換していますが，

そのうち 3 分の 2 が海外の機関です。 
 これまでは冊子体での充実を図ってまいりましたが，電子ジャーナル化の動きは世界的なもの

となっています。当図書室もそれにどのように適応していくかが今後の課題です。 
 
 
数学図書室にて 
 

   
 
 
同窓生への一言 
「幸福とは生活の絶え間なき永遠の探求にあるのであって，断じて発見にあるのではない。 
by F.M.ドストエフスキー」 
自然科学の視点で，日常を幸せに過ごしていきましょう。 
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３．２ 物理学科の研究室紹介 

 
3.2.1 物性物理学講座 

3.2.1.1 １研（磁気・低温）  

（１）石川 義和（ISIKAWA, Yoshikazu） 

職  名：教授 
部屋番号：1 号館 1 階 A121 室  
電  話：076-445-6583 
電子メールアドレス：isikawa@sci.toyama-u.ac.jp 
出 身 地：東京都  

研究テーマ：磁性・低温 

 極低温・強磁場下での重い電子系の磁性を中心に新しい現象を探しています。このため，希土

類金属間化合物を研究試料として，その純良大型単結晶の作製に努力しています。また，重い電

子系と関係の深い酸化物超伝導体の研究を行っています。  

担当授業科目：力学（1年生）、物性物理学（3年生）  

趣  味：音楽鑑賞とくに最近はオペラ（でも年に１回ぐらい）  

学生へのメッセージ：新入生へ。自分の頭で考えよう。それを実践しよう。勉強と遊びに。  

 

研究用の写真 

 
同窓生への一言： 
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（２）水島 俊雄（MIZUSHIMA, Toshio） 

職  名：助教授 
部屋番号：１号館２階 A215 室  
電  話：076-445-6596 
電子メールアドレス：mizu@sci.toyama-u.ac.jp 
出 身 地：富山県朝日町  

研究テーマ：希土類金属と他の金属の二元あるいは三元化合物を作成し、その電気的、磁気的、

熱的性質を調べています。特に磁気的性質を示すイオンのまわりの電気的ポテンシャル（結晶場）

が、それらの性質にどのような影響を与えるかを重点に研究を行っています。 

担当授業科目：物理学実験 II，物理学序説Ⅰ 

趣  味：最近趣味と言える程のことはやっていません。以前は体を動かすことが好きで、よく

ジョギングをしていました。ぼちぼちまた走ろうかな、と思っています。  

学生へのメッセージ：自然界の物理法則は「美しい」と私は思っています。それを求めるには勿

論、研究あるいは勉強をしなければいけません。みなさんも勉強をしてその美しさを感じとって

欲しいと思います。勉強以外ではよき友達を作ってください。  

 
研究用の写真 

  
 
同窓生への一言：技術は日々進歩しています。付いて行くのは大変です。しかしその技術の基本

は物理です。皆さんはその物理を身に付けています。物理を勉強したことを誇

りにしてください。 
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（３）桑井 智彦（KUWAI, Tomohiko） 

職  名：助教授 
部屋番号：１号館１階 A122 室 
電  話：076-445-6586 
電子メールアドレス：kuwai@sci.toyama-u.ac.jp 
出 身 地：北海道 

研究テーマ：強相関電子系の多重極端条件下の磁性・磁性細線の極低温領域での量子トンネル現

象 

担当授業科目：力学Ⅱ（１年生） 

趣  味：（敢えて言うなら）観葉植物の育成  

学生へのメッセージ：特筆すべきことはありませんが，勉強するのであれば鼻血を出すくらいや

ってください。（因みに私は大学３年の時，Schiff の「量子力学」上 153 ページ，『複素ポテンシ

ャルによる散乱』で鼻血を出したことがある。） 

 
研究用の写真 

 
同窓生への一言： 
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（４）光田 暁弘(MITSUDA, Akihiro) 

職  名：助手 
部屋番号：総合研究棟 3 階 低温研究室  

電  話：076-445-6584 
電子メールアドレス：mitsuda@sci.toyama-u.ac.jp 
出 身 地： 

研究テーマ：磁性と超伝導を結ぶ量子臨界現象  

担当授業科目：物理学実験 I, II，基礎物理学実験  

趣  味： 

学生へのメッセージ： 

 

研究用の写真 

  
 
同窓生への一言：富山に赴任して約 3年がたちました。それまでは液体ヘリウムを供給してもら

う立場でしたが、液化装置の一運転員として供給する側となり大変貴重な経験を積ませてもらっ

ています。今後も富山の低温研究を絶やさぬよう頑張っていきたいと思います。 
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3.2.1.2 （結晶） 

（１）岡部 俊夫（OKABE, Toshio） 

職  名：教授 
部屋番号：１号館 1階 A124 室 
電  話：076-445-6582 
電子メールアドレス：okabe@sci.toyama-u.ac.jp 
出 身 地：京都府京都市 

研究テーマ：電子顕微鏡による結晶・準結晶・アモルファスの構造及び物性の研究  

担当授業科目：熱統計学Ⅰ（４単位・必修・２年前期），物性物理学Ａ（２単位・選択・３年後期） 

趣  味：軽い山歩き，音楽を聴きながらの読書，テニス(数年前まで）  

学生へのメッセージ：物理の面白さとともに，人生の面白さも伝えられればと思っています。諸

君への提言は，１．友をつくろう。２．本を読もう。３．スポーツをやろう，です。 

 
研究用の写真 

  
 
 
同窓生への一言：理学部は総合研究棟と理学部校舎が改修され，研究教育環境は格段の改善がな

されました。しかし，あの古い校舎で，手作りの装置で，実験に四苦八苦していた頃には，今よ

りももっと情熱がたぎっていた様にも感じます。新しい理学の教育と研究のために，再び情熱を

掻き立てたいものです。 
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（２）飯田 敏（IIDA, Satoshi） 

職  名：教授 
部屋番号：１号館１階 A123 室 
電  話：076-445-6585 
電子メールアドレス：iidasx @sci.toyama-u.ac.jp 
出 身 地：香川県（ですけど，大阪の影響が強い） 

研究テーマ：Ｘ線及びシンクロトロン放射光を用いた回折と散乱による物性研究 

結晶の microscopic & mesoscopic 構造とそれらに敏感な物性物理に興味があります．半導体結晶

中の非常に微小な構造欠陥・構造揺らぎを測定評価できるシンクロトロン放射光を用いた新しい

手法の開発研究を行っています．回折結晶学の基礎的問題の一つである，不完全結晶中での回折

現象そのものの実験的研究も行っています．コヒーレンス長の長いＸ線を用いて結晶中の

randomness の研究も行いたいと思っています．  

担当授業科目：教養教育：情報処理 

専門教育：物理学序説 II，物性物理学 A(前半)，物性物理学 B(前半) 

大学院：ゼミナール，回折物理学 

趣  味：富山の鳥に興味のある人は私の web page を訪れてみて下さい． 

学生へのメッセージ：学生の皆さん全員に通用する一般論は概して面白くないでしょうし（例：

勉強しろだとか，・・・），他の先生方がきっと書くでしょう（苦し紛れに），ハハ(^.^;昼休みに

3 研のゼミ室にコーヒーでも飲みに来ませんか．理学部 1 号館 1 階，結晶物理学第 1 実験室（＃

121）で待っています．メッセージとか言うたいそうなものでなく，くだらない話をしましょう．  

研究用の写真 

 
 
同窓生への一言：理学部同窓会５０周年記念，おめでとうございます．卒業後，実社会でご活躍

のことと思います．技術革新の激しい今日では大学で学んだことだけでは十分とは言えず本当の

意味での研鑽の毎日であろうかと思います． 
お忙しいでしょうが，ときには研究室のことを思い出していただいて，息抜きに，あるいはみな

さんの後輩を激励に，来てください． 
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（３）池本 弘之（IKEMOTO, Hiroyuki） 

職  名：助手 
部屋番号：１号館１階 A109 室 
電  話：076-445-6587 
電子メールアドレス：ikemoto@sci.toyama-u.ac.jp 
出 身 地：長崎 

研究テーマ：液体金属・半導体の構造と物性 

液体の温度や圧力を変えると、なぜ電気が流れやすい金属になったり、流れにくい半導体・絶縁

体になったりするかを研究しています。そのために、電気伝導度、ホール係数などの物性測定だ

けでなく、筑波や播磨の大型放射光施設で構造の測定も行っています。  

担当授業科目：物理学実験 I, II  

趣  味：テニス 

学生へのメッセージ：大学４年間でやりたいことを見つけ、その礎を築いて下さい。 

 
研究用の写真 

 

 
同窓生への一言：富山大学理学部へ赴任したときに印象的だったのは、学生と教員とがお互いを

よく知っていることでした。世間一般ではスケールメリットが声高に叫ばれて

いますが、逆スケールメリットが富山大学理学部にあるように思えます。 
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3.2.2 量子物理学講座 

3.2.2.1 ２研（理論） 

（１）平山 実（HIRAYAMA, Minoru） 

職  名：教授 
部屋番号：１号館２階 A217 室 
電  話：076-445-6591 
電子メールアドレス：hirayama@sci.toyama-u.ac.jp 
出 身 地：秋田県 

研究テーマ：ゲージ場の理論，場の理論の位相構造  

担当授業科目：量子力学 I  

趣  味：将棋，山歩き  

学生へのメッセージ：よく学びよく遊ぼう 

 
研究用の写真 

 
 
同窓生への一言：１９６９年に富山大学に来てから３５年余の年月が過ぎました．この間，特に  
赴任当時の数年間と修士課程が出来た頃の数年間のよく遊び良く学んだ頃のことが印象深く思い

出されます．皆様のご活躍を祈ります． 
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（２）浜本 伸治（HAMAMOTO, Shinji） 

職  名：教授 
部屋番号：１号館２階 A216 室 
電  話：076-445-6593 
電子メールアドレス：hamamoto@sci.toyama-u.ac.jp 
出 身 地： 

研究テーマ： 

担当授業科目：量子力学 II、相対論  

趣  味： 

学生へのメッセージ： 

 

研究用の写真 

 
 
同窓生への一言： 
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（３）栗本 猛（KURIMOTO, Takeshi）  

職  名：助教授 
部屋番号：１号館２階 A218 室 
電  話：076-445-6588 
電子メールアドレス：krmt@sci.toyama-u.ac.jp，krmt@k2.sci.toyama-u.ac.jp 
出 身 地：尼崎=>西成=>河内（ガラの悪いとこばっかり渡り歩いてきたなぁ） 

研究テーマ：素粒子の七変化（フレーバー物理）、物質と反物質の非対称性  

担当授業科目：物理数学 A、核物理学 B、 

（特別講義：力学 III -低摩擦下での重力ダイナミックス-）  

趣  味：スキー、酒（物理酒飲み同好会会長を自称）、PC-UNIX のススメ、ネットワーク元締め 

学生へのメッセージ：学べ、遊べ、飲め、歌え、けど責任は自分でとるんやで 

 
研究用の写真 

 

 

同窓生への一言： 
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3.2.2.2 ４研（電波） 

（１）常川 省三（TSUNEKAWA, Shozo） 

職  名：教授 
部屋番号：１号館１階 A116 室 
電  話：076-445-6589 
電子メールアドレス：tsunekaw@sci.toyama-u.ac.jp 
出 身 地：富山県 

研究テーマ：マイクロ波スペクトルによる分子分光  

担当授業科目：電磁気学 II、計算機演習、物理実験学 B  

趣  味：電気回路工作、パソコン  

学生へのメッセージ：大学ではサークル活動等に参加して友達を多く作ったほうがよい。授業に

は出席して、勉強もすること。（当然なことでしょうね）  

 
研究用の写真 
 

  
 
同窓生への一言：私も同窓生である。勤めてから４０年経ち、今では物理学科古参職員の一人で

ある。理学部校舎の改修を２回も経験し、今回の改修でより快適な環境になった。また、パソコ

ンを使うようになり、得られる情報も多くなったが、吸収できる能力は頭打ちの状態である。“マ

イペース”でと割り切っていこうと思うこの頃である。 
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3.2.2.3 ５研（レーザー） 

（１）高木 光司郎（TAGKAGI, Kojiro 2001 年 3 月退官, 名誉教授）  

職  名：名誉教授 
部屋番号：１号館１階 149 室 
電  話：076-445- 
電子メールアドレス：takagi@sci.toyama-u.ac.jp 
出 身 地：富山県 

研究テーマ：レーザー分光学  

担当授業科目：物理学概論 I, II、物質生命システム工学特論（量子論入門）（工学部）  

趣  味：テニス、登山、読書、囲碁、将棋  

学生へのメッセージ：よく勉強して、よく考える事の面白さを知ること。  

 

研究用の写真 

 
          外国人研究者 孫 振東 先生とレーザー実験装置 

同窓生への一言： 
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（２）松島 房和（MATSUSHIMA, Fusakazu） 

職  名：教授 
部屋番号：１号館１階 A118 室 
電  話：076-445-6592 
電子メールアドレス：matsushi@sci.toyama-u.ac.jp 
出 身 地：静岡県三島市（富士山が大きく見える町）  

研究テーマ：レーザー分光，量子エレクトロニクス  

担当授業科目：光学(3 年前期）、電磁波物理学Ｂ(3年後期）、電磁気学 II の演習（２年後期）  

趣  味：ものを長持ちさせること 

学生へのメッセージ： 

 

研究用の写真 

 
 
同窓生への一言： 
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（３）森脇 喜紀（MORIWAKI, Yoshinori） 

職  名：助教授 
部屋番号：１号館１階 A119 室 
電  話：076-445-6590 
電子メールアドレス：moriwaki@sci.toyama-u.ac.jp 
出 身 地： 

研究テーマ：レーザーによる液体ヘリウム中不純物のダイナミックスの研究、原子、分子、イオ

ンの冷却、捕捉 

担当授業科目：電磁気学Ｉ（１年後期の後半）， 物理実験学Ａ（２年前期） 

趣  味： 

学生へのメッセージ： 

 

研究用の写真 

 
 
同窓生への一言： 
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３．３ 化学科の研究室紹介 

 
３．１ 反応物性化学第一研究室（物理化学研究室） 
（１）高安 紀 (OSAMU TAKAYASU) 教授 理学博士 

職  名：教授 
部屋番号：417 ゼミ室(413)，実験室（411) 
電  話： 076-445-6608 

e-mail address: tkys@sci.toyama-u.ac.jp 
研究内容：・水素化反応，不斉水素化反応，リフォーミング反応，酸化カップリング反応，部分

酸化反応などの不均一触媒に関する研究  
・第三物質添加熱拡散法による同位体分離濃縮に関する研究 

  
ゼミ室にて 高安 紀先生              実験室でデータの整理をする学生 

     
データ検討をする学生                実験室でメールを読む学生 

 
同窓生への一言： 

 
 



 53 

（２）大澤 力（TSUTOMU OSAWA), 助教授, 理学博士 

職  名：助教授 
部屋番号：416（１号館 4F）実験室は（411) 
電  話：  
e-mail address： 
研究内容：不均一系触媒，特に光学活性物質の合成のためのエナンチオ面区別触媒，メタンなど

の低級炭化水素を工業的に有用な物質に変換するための触媒について，触媒作用発現

機構の解明，高活性・高選択性を有する新規触媒の開発を行っている． 
 

  
研究室にて 大沢 力先生                実験室 

  
実験室                         実験室 

 
同窓生への一言：活躍を期待！ 
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（３）Lee, I-Yin Sandy, 助手, PhD 

職  名：助手 
部屋番号：総合研究棟７F 入って右側の実験室 
電  話：6612（076-445-6612）  
e-mail address：islee@sci.toyama-u.ac.jp 
研究内容：Time resolved studies of laser induced ultrafast dynamics, nonlinear optical 

phenomena and applications including optical limting and second 
harmonicgenerations and laser induced breakdown spectroscopy. 

 
研究室にて（写真）  

  
部屋の写真 
     
研究用の写真 
 
 
同窓生への一言： 
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３．２ 反応物性化学第二研究室（構造化学研究室） 

（１）金坂 績（ISAO KANESAKA), 教授, 理学博士 

職  名：教授 
部屋番号：414（１号館 4F） 実験室は 405  
電  話： 0764-45-6606 
e-mail address：kanesaka@sci.toyama-u.ac.jp 
研究内容：研究はすべて振動分光学に関するものであるが，（I）振動スペクトルの強度に関する

ものと（II）振動分光学の応用に分けられる． 

  
研究室にて金坂 績先生                 ゼミ室 405 の学生  

 

  

ゼミ室 405 の女子学生                  ゼミ室 405 の学生  

 
同窓生への一言：元気で，活躍を願っています． 
 
 
編集者から：もともとは「化学科構造化学講座」で，2004 年 7 月 12 日（月曜）の朝刊に特集号

(P15)「おじゃまします研究・ゼミ室」に掲載され，紹介されている． 
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（２）石岡 努 (TSUTOMU ISHIOKA), 助教授, 理学博士 

職  名：助教授 
部屋番号：415（１号館 4F） 実験室は 405   
電  話：6610（076-445-6610）  
e-mail address：ishioka@sci.toyama-u.ac.jp 
研究内容： 高分子物理化学: 脂質，糖などの長鎖状物質の構造解析，相転位 
 
研究概要： 
 
 
研究室にて（写真）  
 
部屋の写真 

     
研究用の写真 

 
 
同窓生への一言： 
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３．３ 反応物性化学第三研究室（無機・分析化学研究室） 

（１）金森 寛（KAN KANAMORI)，教授，理学博士 

職  名：教授，副学長（教養教育，安全管理担当） 
部屋番号：419（１号館 4F），実験室は 
電  話：6609（076-445-6609）,6117（副学長）  
e-mail address：kanamori@sci.toyama-u.ac.jp 
研究内容：これまでに種々の遷移金属錯体を新規に合成し，その構造と物性を調べる研究を行っ

てきた．最近は，バナジウム錯体に注目し，生物無機化学的観点に立った研究を進め

ている．すなわち，海産動物ホヤのバナジウム濃縮と還元機構，４価バナジウム錯体

のインスリン様作用，５価ペルオキソバナジウム錯体の酵素様活性に焦点を当てて，

錯体化学的手法により生体内におけるバナジウム化合物の構造，機能，反応性の解明

を目的とした研究を行っている． 

 

  
研究室にて 金森 寛先生            実験室 

  
研究用の写真 

 
 
同窓生への一言：たまには遊びに来て欲しい． 
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（２）鈴木 炎 (HONOH SUZUKI), 助教授, 理学博士 

職  名：助教授 
部屋番号： 418（１号館 4F），実験室（総合研究棟７F 入って右側） 
電  話： 6621（076-445-6621） 
e-mail address：honoh@sci.toyama-u.ac.jp 
研究内容：溶液中における金属錯体や微量金属イオン，リポソーム系の平衡と反応速度論を，熱

力学的並びに赤外パルスレーザーによる温度ジャンプ法によって研究している． 

 

  
    実験装置と鈴木炎先生             実験室にて  

  
実験室にてデータ処理する女子学生      隣の実験室 

 
同窓生への一言：改築した大学をぜひ観に来て欲しい． 
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３．４ 合成有機化学第一研究室（合成有機化学研究室） 

（１）樋口弘行（HIROYUKI HIGUCHI）, 教授, 理学博士 

職  名：教授 
部屋番号：B410 （２号館４Ｆ） 
電  話：6616（076-445-6616） 
e-mail address：higuchi@sci.toyama-u.ac.jp 
研究内容： 
・構造有機化学：分子構造と磁気及び電気化学などの物理化学的性質との相関関係を解明 
・合成有機化学：特異な構造や性質を有する分子の設計並びにそれらの合成手法や方法論の確立 
・光電子物性化学：光学効果を制御する構造要素に基づく新しい光電子有機材料の開発 

 

  

研究室にて 樋口弘行先生              実験室で勉強に励む学生と見守る樋口先生 

  
実験室                        実験室 

同窓生への一言： 
理学部同窓会創立５０周年、誠におめでとうございます。歴史のある化学科有機化学研究室（現、

合成有機化学第一研究室）を平成１４年７月に引き継ぎましたが、今年は、林助教授、東軒助手、

大学院生６名、４年生８名の賑やかな大家族です。有機合成を基本とし、拡張共役系や水素結合

ネットワークを機軸とする新規な光電子物性機能性材料の開発を目指した基礎及び応用研究を行

っており、学術論文や学会発表は元より、国内外の多くの研究機関との共同研究も活発に推進し

ています。また、スポーツにも精を出し、本年度のケミカルリーグでは準優勝。来年こそは優勝

と、研究室一丸となって張り切っています。 
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（２）林 直人（HAYASHI, Naoto）, 助教授, 理学博士(東京大学） 

職  名：助教授 

部屋番号：A401（１号館４Ｆ）  
電  話： 6613（076-445-6613） 
e-mail address：nhayashi@sci.toyama-u.ac.jp 
研究内容：π共役系と水素結合系を併せ持つオリゴマー分子の新しい機能について研究して 
ます。また結晶、超分子など、分子集合体の構造と機能についての研究も行っています。 

  
研究室にて 林 直人先生           実験する学生 

  
部屋の写真                                 研究用の写真 

同窓生への一言： 
2003 年 4 月に富山大学に赴任いたしました。同窓生の皆様が築き上げられた富山大学の伝統

をますます素晴らしいものにできるよう精一杯努力いたしますので、何卒宜しくお願いいたしま

す。 
 
メッセージ： 
大学は研究と教育のための場ですが、どちらも楽しく、また誰にとってもわかりやすいもので

あらねばならないと思っています。そのためには、鍛錬とメリハリ。言うは易し行うは難しです

が、理想に向けて一歩ずつ進んでいきたいです。 
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（３）東軒克夫（KATSUO TOUKEN), 助手, 理学修士 

職  名：助手 
部屋番号：A422 （１号館４Ｆ）   
電  話：6618（076-445-6618）  
e-mail address：tohken@sci.toyama-u.ac.jp 
研究内容：・バイヤービリガー転位反応の研究 
     ・加溶媒反応における溶媒の研究 

 
研究室にて 東軒克夫先生  

  
 

 

同窓生への一言： 
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３．５ 合成有機化学第二研究室（天然物化学研究室） 

（１）平井美朗（YOSIRO HIRAI), 教授, 薬学博士  

職  名：教授 
部屋番号：総合研究棟 7F 入って左側 
電  話：6615（0764-45-6615），6540（学部長室：076-445-6540） 
e-mail address：hirai@sci.toyama-u.ac.jp 
研究内容：・不斉反応の開発：有用有機分子の構築を念頭に置いた新規な不斉炭素ーヘテロ結合

形成反応の開発を目指す． 
     ・有機金属を用いる立体選択的な反応の開発：種々の有機金属の特性を活かし，通常

の反応では得られない，高度に立体制御された反応の開拓を行う． 
     ・生物活性天然物の合成：生物活性を有する天然物の新規で効率的な合成ルートの開

発を行う． 

 

  
研究室にて（写真）  

  
同窓生への一言： 

 
メッセージ： 
 研究面に関しては，これまで，有用な有機反応の開発や生物活性天然物の合成を行ってきたが，

今後さらに，有機合成化学の立場から，分子認識等の研究を通して，生体と生物活性有機分子と

の関係を探っていきたいと考えている． 元気のある，合成研究をやりたい学生さんに来て欲し

い． 
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（２）山口晴司（SEIJI YAMAGUCHI), 教授, 理学博士 

職  名：教授 
部屋番号：  
電  話：6617（076-445-6617） 
e-mail address：seiji@sci.toyama-u.ac.jp 
研究内容：植物体内で o-プレニルフェノール類より形成されると考えられている 2-イソプロペニ

ル-2,3-ジヒドロベンゾフラン類・2,2-ジメチル-2H-クロメン類・ 2,5-ジヒドロ-1-ベンゾオキセピ

ン類などの含酸素複素環化合物の合成研究π-電子過剰性複素環化合物であるフラン環とπ-電子

欠乏性複素環化合物であるピリジン環の縮環したフロピリジン類およびベンゾフラロキノリン類

の合成と反応性に関する研究 

  
部屋の写真 

    
研究用の写真 
同窓生への一言： 
 
メッセージ： 
それぞれの植物成分は，その植物中で，本来の役割，存在理由をもっている．その植物成分が，

なぜその植物に存在するのかを見極めたい．目先の結果にとらわれず，有機合成を楽しみ，自己

を高めたい学生を歓迎します． 
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（３）宮澤 眞宏 （MASAHIRO MIYAZAWA), 助教授, 工学博士  

職  名：助教授 
部屋番号：総合研究棟 7F 入って左側  
電  話：6614（076-445-6614） 
e-mail address：miyazawa@sci.toyama-u.ac.jp 
研究内容：パラジウムなどの遷移金属錯体触媒を用いた，炭素ー炭素結合生成反応を中心とした

高立体選択的触媒反応の開発，および有機アルミニウム試剤を用いた立体特異的反応の開発．ま

た，それらの反応を機軸とするテルペン，糖，核酸を始めとする生理活性天然物の合成．更にコ

ンピュータによる理論計算を用い有機反応の反応性，立体選択性の予測を行っている． 

  
 
 
研究室にて（写真）  

  
 
同窓生への一言：何時でも気軽に来て下さい． 

研究で困ったことがあれば何時でも相談に乗ります． 
メッセージ： 
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（４）横山 初（HAJIME YOKOYAMA), 助手, 工学博士  

職  名：助手 
部屋番号：総合研究棟入って左側 
電  話：6619（076-445-6619）  
e-mail address：hyokoyam@sci.toyama-u.ac.jp 
研究内容：生物活性天然物の全合成を指向した新規立体化学制御法，新規反応，および反応シー

クエンスの開発 

 

  
研究室にて 実験装置と横山先生            何故か実験台を離れる女子学生 

  
実験中の学生                     研究机の右側には北アルプス立山が広がる 

 
同窓生への一言：見晴らし良い研究室へ，いつでも来て下さい！ 

 
編集者から：ここの研究室・実験室は富山大学で最高の場所にある．窓の外は絶景であり，最高

という表現が素晴らしく適合する．この北アルプス立山連峰の眺めは，11 月頃から翌年の４月こ

ろまでは，雪に覆われた白い山並みと空の青が一段と美しく，夏の晴れ間に観る立山連峰も力強

く素晴らしい．８月１日の，富山の花火大会もここからの眺めは絶好なり．嗚呼！富山大学の一

番良い所！是非一度は行ってみたいところである． 
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３．４ 生物学科 
３．４ 生物学科の研究室紹介 
３．４．１ 生体構造学講座 
（１）鳴橋 直弘 ( naruhashi naohiro ) 教授 

 

研究内容：  

キイチゴ属の分類学的研究:アジア地域のキイチゴ属を明らかにする。日本は α レベル終

了,1999 年より台湾のキイチゴ属を研究している。現在中国のキイチゴ属の標本を同定中。バラ

科植物の分類学的研究:分類・系統・生態・種生物学的観点からバラ科植物を解明する。いままで

に,ヘビイチゴ属,オランダイチゴ属,キジムシロ属,キンミズヒキ属,シモツケソウ属,サクラ属,

ワレモコウ属を研究してきた。日本産植物の研究:日本植物誌の完成のために不明は植物を明らか

にする。いままでに,コバイモ属,ヒメソクシンラン,ユキミソウ,ゴカヤマイチゲ,セリ,シバナ,

オオユリワサビ,サクアキギリを解明した。現在はタツナミソウ属とチドメグサ属を研究中である。

富山県植物誌の研究:富山県植物誌の完成のために地域の植物を明らかにする。1976 年に富山県

のシダ植物のリストを作った。2000 年に富山県の水田雑草を調べた。1999 年～2001 年の 3 年間

下新川郡朝日町の植物を調査した。 
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（２）鈴木 邦雄 ( suzuki kunio ) 教授 生物学 

 

研究内容：  

昆虫類(特に鞘翅目,蜻蛉目)を材料とする系統分類学・比較形態学・比較行動学的研究を行って

いる.現在の主な研究テーマとその概要は,次の通り:ハムシ科(鞘翅目)の,主に亜科以上の高次分

類群の系統関係を,雌雄の内部・外部生殖器官系や後翅翅脈相などの重要な系統学的形質の比較形

態に基づいて考究している,カワトンボ属(蜻蛉目,カワトンボ科)の日本列島における種分化を,

比較形態学・生物地理学・比較行動学の見地から考究し,併せて合理的な分類体系の構築を目指し

ている,オトシブミ科(鞘翅目)における揺籃形成過程を,幾何折紙の発想で解析すると共に,この

群の揺籃形成の進化を比較行動学の見地から考究している,ハムシ科やオトシブミ科のような食

植性甲虫類の寄主植物選好性と生活史の進化を,比較生態学の見地から考究している. 
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（３）岩坪 美兼 ( iwatsubo yoshikane ) 助教授 

 

研究内容： 

「染色体の数,形,大きさは,生物の種によって決まっている」とされています.しかし植物では,

種内に異なった染色体数をもつ個体や集団がしばしば存在します.その原因のひとつは,配偶子

(花粉や卵細胞)が形成される際に正常な減数分裂が行われず,体細胞と同じ染色体数をもった配

偶子が形成されて受精が行われた結果,通常の1.5倍もしくは2倍の染色体数をもつ個体が生じる

ためです.もうひとつの原因は,種内においてゲノムの分化した個体間での交雑と染色体の倍数化

を同時に行ったことにより,正常な減数分裂を行う倍数体が生じたためです.正常な減数分裂がで

きない異数体や 3倍体でも,茎による栄養繁殖や,卵細胞以外の細胞(体細胞)から胚が形成される

無配生殖によって繁殖している植物例が知られています.植物においては,ひとつの種が染色体数

の異なる複数のグループから構成されている例は珍しくありません.身近な植物を対象とした研

究室の調査から,イタドリ,オオバコ,カキドオシ,カタバミ,シロバナサクラタデ,「セイヨウタン

ポポ」,ノチドメ,フキ,ミゾソバなどにおいて,倍数性が存在することが明らかになりました.高等

植物を対象に,倍数性の有無,ならびに倍数性が存在する場合は,それらの分布と形態の違いを明

らかにして,それぞれの種の理解を深める研究を行っております.また,雌雄異株植物の一部は,性

染色体をもつことが知られておりますが,雌雄異株植物であるスイバ,ヒメスイバ,カナムグラを

対象に,染色体構成と性表現の関係から性決定のしくみの解明も行っています. 
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（４）増田 恭次郎 ( masuda kyojiro ) 講師  

 

研究内容： 

植物は体細胞から再分化し 1個体になる、即ち分化全能制を備えている。この性質を活用して

組織培養することで、特定の 1個体を大量に殖やすことが可能となる。ところがこの再分化の仕

組みの制御機構は植物種や変異種によってその条件が異なっている。そこで目的とする植物の再

分化条件を解明する必要がある。我々はゴマ植物について再分化条件を研究してきている。子葉

片からの不定芽の分化については多数の不定芽の再分化条件が明らかになった。一方、ゴマのカ

ルスからの不定胚分化に取り組んでいるが、発生が完了して完全な胚にはまだ至っていない。 ま

た、ゴマの花外蜜線の形成に関する遺伝子制御機構についてと花外蜜線の蜜の分泌について組織

形態学的に研究し、正常の花の蜜線とは異なって、葯、花弁等の原基が蜜を分泌する様になる事

を明らかにした。 
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（５）唐原 一郎 ( karahara ichirou ) 助手 

 

研究内容： 

植物体においては、隣合う細胞どうしが細胞壁というセメントで固められ、相互の位置関係が

固定された煉瓦ブロックのような植物組織が形成されている。植物の生長や体の組み立て方につ

いては、個々の細胞のふるまいや個体レベルでの挙動は良く調べられてきた。しかし細胞間の問

題となると話は簡単ではない。例えば、光の有無により植物の形態はダイナミックに変化するが、

組織の中で、個々の細胞の分裂・伸長・分化のプロセスは、どのように秩序だって制御されてい

るのか、神経系もないのに指令系統はどうなっているのかなどについてはまだよくわかっていな

い。このことを明らかにするためには、まず、組織を扱いながら、その中で細胞の分裂・伸長・

分化という個々の素過程を把握した上で、それらの過程の関係を調べていく必要がある。そこで

私たちのグループでは、形成が細胞間にまたがるカスパリー線などの二次壁の形成に着目した実

験系を開発し、その解明に取り組んでいる。 
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（６）前川 清人 ( maekawa kiyoto ) 助手 

 

研究内容： 

  社会性昆虫とよばれるシロアリ類などを主材料として、系統学・組織形態学・比較生態学・

発生遺伝学的なアプローチにより,昆虫類の社会性の進化と維持されている要因を明らかにする

ことを試みている。また主に食材性の昆虫類を対象に、分子系統学的なテクニックを使って分類

群間の系統関係を推定し、種分化や分散パターンの考察をはじめとする系統地理学的な解析や、

特殊な形態の獲得や生態上の様々な特性の進化に関する解析を行っている。更に昆虫類と、共生

バクテリアや菌類などとの共進化機構のメカニズムの解析も進めている。 
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３．４．２ 生体制御学講座 

（１）神阪 盛一郎 ( kamisaka seiichiro ) 教授 

 

研究内容： 

陸上高等植物の成長調節機構の研究植物生理学の分野では、特に細胞の成長速度を規定する 2

つのパラメータである細胞壁の物性と細胞の浸透ポテンシャルに対する重力、光、磁場等の環境

刺激の影響を器官、組織、細胞および遺伝子の水準で解析している。また、これらの環境刺激へ

の応答に植物ホルモンがどのような役割を果たしているかを研究している。宇宙生物学の分野で

は、重力の影響をあまり受けない海中から陸上に約 4億年昔に進出した陸上植物が 1g 環境に適応

したメカニズムを生理的、遺伝学的な手法を用いて解析している。具体的には、1g に逆らって植

物を支えている細胞壁に注目して研究を行っている。1998 年に行ったスペースシャトルでの微小

重力環境下の植物実験と地上での重力付加実験から、細胞壁の伸展性が微小重力下では大きくな

り、過重力環境下では小さくなること、これらの物性変化は細胞壁のセルロースミクロフィブリ

ルを架橋しているキシログルカンの低分子火によって引き起こされること、キシログルカンの変

化にはエンド型キシログルカン加水分解/転移酵素が関わっていること、重力刺激によってこの酵

素の遺伝子発現が調節されていることを明らかにしている。これらの事実は、高等植物の細胞壁

の構築が重力の支配を受けていることを示唆している。この仮説を実証するために、宇宙航空開

発機構と共同研究により、現在建設が進められている国際宇宙ステーションの日本の実験モジュ

ール「きぼう」に搭載される植物実験ユニットで、モデル植物であるシロイヌナズナを用いた実

証実験の準備を進めている。シロイヌナズナの全ゲノムはすでに解読されているので、微小重力

環境によって遺伝子発現がどのように影響されるかが解明されると考えている。 
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（２）小松 美英子 ( komatsu mieko ) 教授 

 

研究内容： 

棘皮動物は総て海生で,体制が五放射相称形であり,内骨格を持つなどかなり特徴的である。ま

た,無脊椎動物の中では比較的高等な動物群で,約 7000 種の現生種が知られている。そのうち,人

工受精が容易なウニ綱では個体発生は従来より報告されていたが,他の動物群では人工受精が困

難なこともあり現在でも不明な種が多い。日本産の浅海性のほぼ 50 種のヒトデをはじめ,南極,

メキシコ湾,タスマニアなどの海域に生息する多くの棘皮動物(ナマコやクモヒトデも含む)につ

いて,それらの個体発生を明らかにするとともに,性,保育など生殖様式に関しても調べた。その結

果,皺胞胚期の再認識,新しい幼生形と発生型の発見と 

それらの系統学的意義について新たな仮説を提唱した。また,胃内保育性,卵胎生,雌雄同体,性二

形,交接など,それまで棘皮動物では一般的でなかった習性を報告した。このように生殖と発生の

実態を解明し,いかに多様であるかを実証してきた。最近は,深海性ヒトデの生活史の解明,ヒトデ

と体腔内寄生動物(節足動物や軟体動物)との共生進化,異種間交雑に関する遺伝解析,クモヒトデ

の生殖生態に関する研究も行っている。今後は,化石種と近縁な Platasterias latiradiata につ

いても生殖と発生を調べ,棘皮動物にみられる多様性と進化プロセスを考察する。 
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（３）内山 実 ( uchiyama minoru ) 教授 

 

研究内容： 

多様な環境とそこに生息する下等脊椎動物の適応機構について,以下の 2つのテーマを分子・細

胞レベルから器官・個体レベルまでを対象にして研究している。1.水・電解質代謝における各種

ホルモンによる調節機構:各種イオン輸送体やイオンポンプが水・電解質調節器官の何処に発現し

どのようなホルモンによる調節を受けているのかについて調べている。2.河川環境と野生動物に

おける内分泌現象と内分泌攪乱:下等脊椎動物の生殖腺の発達には,内因性要因(神経ペプチドや

性ホルモン)や外因性要因(温度や環境汚染など)がどのように関わっているのかについて調べて

いる。 
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（４）山田 恭司 ( yamada kyoji ) 教授 生物学 

 

研究内容： 

21 世紀には食糧不足と環境悪化の同時的進行という過酷な事態が避けられそうにないと予想

されている。そのため、現在、健康の維持と増進に対する要求はかつてないほどの広まりと高ま

りを示しつつある。このような中で、植物がもっている種々の能力 (有機物生産能力、 環境浄

化能力、および高機能性物質・薬用成分の合成能力など) が改めて注目されてきた。われわれは、

これら植物があわせもつ多彩な能力の秘密を解き明かすことをめざして、植物遺伝子の構造と機

能に関する研究に取り組んでいる。具体的には、次のような 2本の柱を設定してすすめている。

(1)モデル植物としてのネナシカズラの研究:根も葉ももたない寄生植物ネナシカズラは、アサガ

オに近縁な高等植物である。簡単な体制であるネナシカズラに着目して、高等植物における発生・

分化、とくに形づくりに関わる遺伝子や色素体の構造と機能に関わる遺伝子に関して研究してい

る。(2)健康の維持・増進への切り札としてのゴマの研究:油糧種子のゴマは、栄養価と機能性が

極めて高い食品として古来、人類に利用されてきた。本学が保有しているゴマ属遺伝資源を活用

しながら、ゴマ種子に蓄積する有用成分の量と質を遺伝子工学的手法によって改変できるよう研

究している。 
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（５）菊川 茂 ( kikukawa shigeru ) 助教授 生物学 

 

研究内容： 

昆虫類の休眠測時機構について調べている。特にモデル昆虫としてノシメマダラメイガを扱っ

ている。多くの昆虫は外界の光周情報を読み取って季節を知る。光周期の長さの年周期は昆虫に

とって発育・休眠をプログラムするための重要なカレンダーとなっているのである。これまでの

研究はノシメマダラメイガが主に夜の長さを測って休眠決定を行っていることを示唆している。

だが暗期における測時系のカイネチックスはいまだ明確とはなっていない。光周測時機構には大

きく分けて砂時計型と振動子型とがある。砂時計型測時は点灯刺激もしくは消灯刺激によって開

始され一定時間を計測後終了するというもので,終了時に外界の明暗が休眠・非休眠を決定する。

一方,振動子型は体内に約 24 時間で振動する系を持ち,その系のある位相点が光感受的であると

いうものである。振動子型には外的符合モデルと内的符合モデルとが提唱されている。外的符合

モデルでは光感受点と外界の光が一致することで反応が誘導されるが,内的符合モデルでは体内

に存在する 2つかそれ以上の系のある位相関係によって反応誘導が決定される。ノシメマダラメ

イガでは全明・全暗条件下でも与えられた温度周期条件によっても休眠することが知られている

ので外的符合モデルは当てはまらない。そこでいろいろな光周条件下での休眠率を調べることで

測時系の仕組みを解析している。 
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（６）若杉 達也 ( wakasugi tatsuya ) 助教授 生物学 

 

研究内容： 

寄生植物ネナシカズラを主な実験材料として「植物の器官分化の分子機構に関する研究」と「色

素体ゲノムの構造と機能に関する研究」を主な研究テーマとして、以下のような研究を行ってい

る。1. ネナシカズラ寄生根形成の分子機構についての研究 寄生植物ネナシカズラは,宿主に寄生

する際に寄生根と呼ばれる器官を形成する。ネナシカズラの寄生根は,光や植物ホルモンのサイト

カイニンによって誘導されることが知られている。この寄生根誘導の機構について生理学および

分子生物学的手法を用いて研究している。2. 色素体ゲノムの機能と色素体・核のゲノム間の相互

作用についての研究 緑色植物だけでなく寄生植物や非光合成植物を実験材料にして,色素体ゲノ

ムの構造と色素体遺伝子の発現に関する研究と色素体機能に関わる核遺伝子についての研究を行

っている。 
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（７）松田 恒平 ( matsuda kouhei ) 助教授 

 

研究内容： 

神経ペプチドは,ヒトや動物の脳や末梢器官で様々な制御機能を担っています。今日では生体成

分の極微量分析法など新技術の開発発展に伴って,未知の神経ペプチド類が次々と発見され,神経

科学(化学)領域では神経ペプチド研究は益々重要になっています。私たちは神経ペプチド類の分

析方法を民間企業や本学工学部ペプチド研究者らとともに共同開発しつつ,比較分子神経内分泌

学的な観点から下等脊椎動物の神経ペプチド類の探索,単離・構造決定,体内分布,遺伝子発現およ

び生理的意義についての研究を展開しています。また,他大学との共同研究において脊椎動物で初

めてペプチドフェロモンを発見し,個体間情報伝達性ペプチドフェロモンの単離と構造,機能解析

に関する研究を行っています。さらには,野生動物における内分泌現象に関する調査を学内研究グ

ループと連携して行っています。 
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（８）山崎 裕治 ( yamazaki yuji ) 助手 生物学 

 

研究内容： 

生物多様性の決定・変動メカニズムの解明を目指し,水棲動物を対象に集団遺伝学,生態学,形態

学,発生学等様々な分野を扱った総合的研究を展開している. 
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３．５ 地球科学科の研究室紹介 
３．５．１ 地球圏物理学講座 
（１）對馬 勝年（Katsutoshi Tusima） 教授 

職  名：教授 
部屋番号：１号館３F A325 
電  話：076-445-6646 
e-mail address：tusima@sci.toyama-u.ac.jp 
研究内容：過冷却、雪、氷、および酸性雪の物理的性質、熱サイホン発電、氷筍リンク 
 

    
研究室前の廊下にて         実験室にて 対馬勝年先生 

    

低温室の中に保存されている氷筍                熱サイホン式雪発電装置外観 

 
メッセージ：未来のエネルギー源として積雪寒冷，長波放射エネルギーの利用開発，雪氷の理工

学の応用による新産業（ベンチャービジネス）興しを目指しています。当研究室に集い，雪国か

らの「知」の革命を巻き起こしましょう。 
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 熱サイホン式雪発電装置（総合研究棟，低温室横） 

  
熱サイホン式雪発電装置（上部）         雪の熱で冷やされて下降する媒体 

  

 熱サイホン式雪発電装置（下部）熱源部       タービン発電装置と赤・青の発光ダイオード 

 
同窓生への一言： 
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（２）酒井 英男（Hideo SAKAI） 教授 

職  名：教授 
部屋番号：１号館３F A310 
電  話：076-445-6649 
e-mail address：hsakai@sci.toyama-u.ac.jp 
研究内容：地球の電場磁場の観測と解析、岩石磁気を用いた地磁気変動の解明、生物磁気 
 

  
研究室にて 酒井英男先生                研究室の学生 

  
研究する学生                    実験する学生 

 
同窓生への一言 
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（３）吉原 新 （Shin Yoshiwara）助手 

職  名：助手 
部屋番号：１号館３F A319 
電  話：076-445-6647 
e-mail address：yosihara@sci.toyama-u.ac.jp 
研究内容：古地磁気学の手法を用いた地球磁場変動の研究、とくに地球システム変動との関係 
 

 
研究室にて 吉原 新先生 

 
部屋の写真 

 
研究用の写真 
 
同窓生への一言： 
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３．５．２ 地球ダイナミックス講座 

（１）竹内 章（Akira Takeuchi）教授 

職  名：教授 
部屋番号： 
電  話：076-445-6654 
e-mail address：takeuchi@sci.toyama-u.ac.jp 
研究内容：大陸・海洋・島弧の地質構造と現在進行中の地殻変動（主に活断層）の研究 

 
研究室にて（写真） 

 

部屋の写真 

 

研究用の写真 

 
同窓生への一言 
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（２）川村 隆一（Ryuichi Kawamura）教授 

職  名：教授 
部屋番号：１号館３F A324 
電  話：076-445-6664 
e-mail address：kawamura@sci.toyama-u.ac.jp 
研究内容：モンスーン・熱帯気象学、大循環モデルを用いた異常気象、気候変動等の気候システ

ム科学に関する研究 

 

  
研究室にて 川村隆一先生                  パソコンに向かう学生 

部屋の写真 

  
コンピュータで研究打ち合わせをする学生     コンピュータによるデータ処理で議論する学生 

 
同窓生への一言： 
 
メッセージ：富山大学理学部地球科学科の地球物理系には固体地球分野と流体地球分野があり、

私の専門である気象学・気候力学は流体地球分野に入ります。観測／解析／モデル／理論を可能

な限り総動員して、気候システムの側面から地球という特異な惑星の再発見を目指したいと思っ

ています。 
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（３）藤 浩明（Hiroaki Toh）助教授 

職  名：助教授 
部屋番号：１号館３F A322 
電  話：076-445-6663 
e-mail address：toh@sci.toyama-u.ac.jp 
研究内容：上部マントルの電気伝導度構造、３次元不均質球内の電磁誘導、長期海底電磁気観測 
 
研究室にて（写真） 

  
研究室にて 籐 浩明               研究室の風景 

  
研究室                          実験データ処理を準備する学生 

 
同窓生への一言： 

 
メッセージ：Those who can, do. Those who can't, manage. 

[できるならやれば良し．できなくとも何とかすれば良し．] 
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（４）渡邊 了（WATANABE, Toru）助教授 

職  名：助教授 
部屋番号：１号館３F A321 
電  話：076-445-6650 
e-mail address：twatnabe@sci.toyama-u.ac.jp 
研究内容：地殻・マントル構成物質のレオロジーに関する実験的研究 
 

  
研究室にて 渡辺 了先生             実験する学生 

  
実験室                     研究室でデータ整理する学生 

 
同窓生への一言： 

 
メッセージ： 
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３．５．３ 地球進化学講座 

（１）小林 武彦 （Takehiko Kobayashi）教授 

職  名：教授 
部屋番号：１号館３F A318 
電  話：076-445-6652 
e-mail address：kobatake@sci.toyama-u.ac.jp 
研究内容：火山噴出物と噴火史の研究および第四紀氷河期の環境変化の研究 

 
研究室にて（写真） 

  
研究室にて 小林 武彦先生             研究する学生 

  
研究室にて                         実験する学生 

 
同窓生への一言： 
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（２）氏家 治 （Osamu Ujike）教授 

職  名：教授 
部屋番号：１号館３F A317 
電  話：076-445-6653 
e-mail address：ujike@sci.toyama-u.ac.jp 
研究内容：マグマの発生条件の解明を目的とした火成岩の化学的研究と鉱物学的研究 
 
研究室にて（写真） 

  
研究室にて 氏家 治先生             実験する学生 

  
 研究室にてコンピュータに向かう学生           実験材料？？ 

 
同窓生への一言： 

 
メッセージ：デジタルばやりのこの頃ですが，天然・自然はおおむねアナログの世界です。その

自然界の発するアナログ情報をうまく読みとるには経験と感性が必要です。日頃から自然に親し

んでいてこそ，この経験と感性は磨かれます。 
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（３）清水 正明 （Masaaki Shimizu）教授 

職  名：教授 
部屋番号：１号館３F A316 
電  話：076-445-6651 
e-mail address：mshimizu@sci.toyama-u.ac.jp 
研究内容：鉱石鉱物の系統的・成因的研究、物質循環からみた資源科学（鉱床学）、地殻形成過程

からみた花崗岩岩石学 

 
研究室にて（写真） 

  
研究室にて 清水正明先生             火山の本を手にする学生 

  
火山弾                 標本を分析するためにハンマーを使う学生 

 
同窓生への一言： 
 
メッセージ：子供の頃，科学博物館に展示されている鉱物の美しさに魅了され，自分で取りにい

きました．高校に入って，地学の先生から，フィールドでルートマップの書き方などを習い，そ

れ以来，野外鉱物学にはまっています．東大の総合研究博物館（大学博物館のこと），アメリカの

スミソニアン自然史博物館，イギリスの大英博物館，日本の国立科学博物館等で，トップレベル

の鉱物科学に従事していました．みなさんには，問題探究・解決能力を持ち，専門的な能力・技

術を身に付けてもらいたいという希望を抱いています． 
いっしょに研究しながら，感動したいなあ． 
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（４）大藤 茂（Shigeru OHTOH）助教授 

職  名：助教授 
部屋番号：１号館２F 
電  話：076-445-6655 
e-mail address：shige@sci.toyama-u.ac.jp 
研究内容：野外調査および実験を通した地殻の形成・変形過程の研究 
 
研究室にて（写真） 

  
研究室にて 大藤 茂先生                標本を観る学生 

  
ハンマーを持ち上げてポーズする学生            日本地殻地図と勉強机 

 
同窓生への一言： 

 
メッセージ：困難を栄養にして成長できるような，ヴァイタリティーのある学生を歓迎します． 
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（５）石崎 泰男（Yasuo ISHIZAKI） 助手 

職  名：助手 
部屋番号：１号館３F A307 
電  話：076-446-6656 
e-mail address： 
研究内容：火山噴出物の産状と岩石組織の解析による火山深部プロセス・噴火機構の解明 
 
研究室にて（写真） 

  
研究室にて 石崎 泰男先生               標本を持つ学生 

 
岩石と分布地図                  何故かハンマーを持つ学生 

 
同窓生への一言： 
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３．５．４ 協力研究室 

（１）川田 邦夫（Kunio Kawada）教授 

職  名：教授（極東地域研究センター：Center for Far Eastern Studies） 
部屋番号：１号館３F A？？？ 
電  話：6648   076-445-6648 
e-mail address：kawada@sci.toyama-u.ac.jp 
研究内容：・温暖化傾向にある北東アジア地域の降積雪特性と雪氷災害特性に関する研究 

・大気・水循環の地域特性と環境問題に関する研究 
 

   

研究室にて 川田邦夫先生            野外講義風景 

  
突き出る雪庇（せっぴ）               立山室堂での積雪調査 

 
同窓生への一言： 
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３．６ 生物圏環境科学科の研究室紹介 

 

（１）田口 茂 (Shigeru Taguchi) 環境化学計測講座教授 

職名：教授 

部屋番号：理学部 1号館 2階   室 

電話：076-445-6666 

e-mail address: taguchi@sci.toyama-u.ac.jp 

 

研究内容： 

人間活動に伴って水環境(河川、湖、用水、海)に排出された化学物質の状態別の濃度を測定して、

その動態を調べている。さらに、その動態をコントロールしている、物理化学的な要因を探り、

定量的な評価法の確立を目指している。これまで、陽イオン界面活性剤(リンス、柔軟仕上げ剤の

有効成分)やフタル酸エステル類(環境ホルモン)について調査研究してきた。また、排水に含まれ

る有害有機化学物質の紫外線分解による無害化について研究している。 

 

研究室にて（写真）   部屋の写真 

   

 

研究用の写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同窓生への一言 
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（２）佐竹 洋 [Hiroshi Satake] 環境化学計測講座教授 

職名：教授 

部屋番号：理学部 1号館 2階 C203 室（現在仮住まい中。数年後には２号館の裏に引越す予定） 

電話：076-445-6667 

e-mail address: satake@sci.toyama-u.ac.jp 

 

研究内容： 

地球表層における水や種々の環境物質の循環・挙動に関する環境地球化学的研究をおこなってい

ます。具体的には、降水・積雪および地下流体に関する化学的同位体的研究です。降水・積雪の

研究では、降水や積雪中の化学成分や同位体を調べて、北陸および内陸山岳地域の環境状態と大

陸からの酸性雨原因物質の長距離輸送状況・動態を研究しています。いっぽう、地下流体の研究

では、北陸およびその周辺地域において、扇状地や断層帯での地下水の涵養源や流動状況、およ

び流動に伴う化学成分の変化を調べ、人間活動や断層運動との関連を研究しています。また、温

泉や熱水は地下深部の物質循環の情報を与えてくれますが、その温泉や熱水の溶存成分・ガス成

分や同位体の特徴を明らかにすると共に、地下状態との関連について研究しています。 

 

研究室にて     長野県の松代に温泉を取りに行った時  

   

 

研究の内容  〔その１：地下水の研究〕  〔その２：酸性雨の研究〕 

  

同窓生への一言 

卒業生の皆さ～ん、お元気ですか？私も富山に来て、はや二十とウン年たちました。だんだん物

忘れが多くなってきたけど、皆さんの顔はちゃんと覚えてますよ～（名前は時々 … だけど 

(^_^;) ）。大学の近くに来た時は、皆さんぜひ気軽に寄ってくださいね。じゃね (^_^)／ 

0～0.03(meq/l)
0.03～0.06
0.06～0.09
0.09～0.12
0.12～0.15
0.2～

0～0.1(meq/l)
0.1～0.2
0.2～0.3
0.3～0.4
0.4～0.5
0.7～

Fig１４　NO３
ーの分布図Fig１３　SO４

２ーの分布図

庄川扇状地地下水の化学成分の分布 
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（３）清棲 保弘 [Yasuhiro Kiyosu] 環境化学計測講座教授 

職名：教授 

部屋番号：理学部   号館   階   室 

電話：076-445-6668 

e-mail address: kiyosu@sci.toyama-u.ac.jp 

 

研究内容： 

最近の環境問題に地球温暖化が挙げられており、それらに関与する化学物質として二酸化炭素や

メタン等の温室効果気体の動態が注目されている。これら地球表層環境の変動に伴う大気二酸化

炭素や陸水域におけるメタン等の動態を生物代謝との関連性から明らかにすることを目的とする

研究を行っている。また、河口域堆積物における微生物活動による硫酸還元機構とその過程にお

ける自然浄化システムとの関連性を調べている。さらに、地球深部における揮発性成分の動態か

ら、火山活動と地球生命物質の化学進化機構を明らかにする研究を行っている。 

 

研究室にて（写真）   部屋の写真 

 

 

研究用の写真 

 

 

 

同窓生への一言 
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（４）張 勁 [Jing Zhang] 環境化学計測講座助教授 

職名：助教授 

部屋番号：理学部 1号館 2階   室 

電話：076-445-6665 

e-mail address: jzhang@sci.toyama-u.ac.jp 

 

研究内容： 

地球環境と関わりの深い物質の起源や地球表層部におけるそれらの分布・循環及びそのメカニズ

ムを微量成分や同位体を指標として解明する。具体的に,1.沿岸地下水湧水系とその海洋環境への

影響評価;2.化学合成群集域における深海性冷湧水の形成機構とメタン湧出のモニタリング;3.日

本海深層循環の変動;4.人為起源物質の縁辺海・北太平洋生態系への影響及び 5.極東アジア域に

おける越境大気汚染物質とその環境影響評価等を研究している。 

 

研究室にて（写真）   部屋の写真 

   

 

研究用の写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同窓生への一言 
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（５）波多 宣子 [Noriko Hata] 環境化学計測講座助手 

職名：助手 

部屋番号：理学部 2号館 3階 B312 室 

電話：076-445-6670 

e-mail address: noriko@sci.toyama-u.ac.jp 

 

研究内容： 

水環境（河川水、海水や湖沼水、底質、水生生物など）における微量有害化学物質（環境ホルモ

ンや重金属、その他の環境汚染物質）を濃縮して測定したり、簡単に測定できる方法を開発して

います。開発した方法を利用して、富山県内の河川や湖沼の水質などを調査しています。 

 

研究室にて（写真）   部屋の写真 

   

 

研究用の写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同窓生への一言 
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（６）井上 弘 [Hiroshi Inoue] 生物圏機能講座教授 

職名：教授 

部屋番号：理学部 2号館 3階 B311 室 

電話：076-445-6671 

e-mail address: inoue@sci.toyama-u.ac.jp 

研究内容： 

植物における環境応答に関する研究,特に水分ストレス応答に関する研究を行っています。乾燥

耐性に関する研究には，シダ植物であるゼンマイの乾燥緑色胞子を実験材料に使っています。乾

燥胞子の葉緑体には,成熟葉には認められない独特のタンパク質が存在しており,このタンパクは,

休眠状態の低水分条件下で葉緑体を安定化する,耐乾燥性の機能に関連する役割を担っていると

予想しています。実際,これらのタンパクのうち,22-kDa タンパク(AB100090, BCA55273.1)は乾燥

耐性関連タンパクであるLeaタンパクのグループ3に似ており,この遺伝子を大腸菌に形質転換す

ると,紫外線耐性が増強されることが昨年の卒論で明らかにできました。また,24-kDa タンパクは

ELIP の性質を持つ膜結合タンパクであり,遊離クロロフィルによる障害を防止する機能を持つら

しいことが分かりつつあります。乾燥とは逆に,水分過剰もまたストレスになるのですが，これに

関しては,ミズワラビを用いて研究を進めています。過剰水分で育てた栄養葉に発現する，全く新

規なタンパク質である17-kDaタンパク(AB099642, BAC55101.1)を発見し,現在,諸性質の解明を進

めています。そのほか,タンパク分解酵素に関する研究や重金属汚染に関する研究を行っています。 

  

同窓生への一言 

２０年前の同窓会誌「雪紋」に光合成の酸素発生研究に関するノーベル賞の皮算用について書き

ました。その後，酸素発生の重要な役割をしている４個のマンガンは，独立したマンガンタンパ

クとして存在するのではなく，光化学系２の反応中心タンパクそのものに結合していました。反

応中心タンパクはチラコイド膜を貫通しており，内腔側にマンガンを結合する部位があり，そこ

はマンガンを支える３つの表在性タンパクで覆われています。一方，反応中心タンパクのストロ

マ側には除草剤 DCMU が結合します。先に DCMU 結合タンパクとして報告されていたタンパクが反

応中心タンパクそのものだったわけです。結局，酸素発生系は，世界の多くの研究者の総合力で

解明されましたので，小数の人だけがノーベル賞に輝くと言うことにはなりませんでした。 
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（７）黒田 英世 [Hideyo Kuroda] 生物圏機能講座教授 

職名：教授 

部屋番号：理学部 2号館 3階 B310 室 

電話：076-445-6673 

e-mail address: kuroda@sci.toyama-u.ac.jp 

 

研究内容： 

精子が、いかにして卵発生の引き金“Calcium wave”を引き起こすか、ウニと線虫を用いて追

求中。 新しい知見と説が国内外の“受精屋”をゆさぶっている。また、この研究で用いていた希

土類元素ガドリニウム:Gd が極めて低濃度で, ウニ胚の骨片形成を左右非対称に阻害することを

偶然発見。この Gd は近年河川や内湾の海水中の含量が増大している.“重大な環境問題の可能性

がある”と考え、この奇形発生の機構を調べるとともに, 他の水生生物に対する毒性を検討して

いる 

 

新人研修中の老兵    近く消える老兵－ウニは沢山います 

   

 

新鋭機 IX-71 

 

同窓生の皆さん、黒組だった皆さん！ 

皆さんが積み上げてくださった data が花を咲かせ、

超１流誌に論文が載った。Gd でも、日本生命から助

成金をもらい、ここ６年ほどは研究費にも困ること

なく、今の卒研生はしあわせ。「おまえら！先輩に感

謝せい。」 

おっさんも、おばさんも感謝しています。感謝し

ながら消えます。バイバイ。 
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（８）中村 省吾 [Shogo Nakamura] 生物圏機能講座教授 

職名：教授 

部屋番号：理学部 2号館 3階 B307 室 

電話：076-445-6674 

e-mail address: nakamura@sci.toyama-u.ac.jp 

 

研究内容： 

生物を用いた,環境汚染評価(バイオアッセイ)方法と環境汚染修復(バイオレメディエーション)

方法の開発を目指した研究を行なっている。具体的には,1)単細胞緑藻クラミドモナスを用いた淡

水系のバイオアッセイの開発,2)ムラサキイガイ,ドナリエラ,ウニを用いた沿岸域海水系のバイ

オアッセイの開発,3)重油分解菌の探索とキャラクタリゼーション,4)セルロ-ス分解菌の探索と

キャラクタリゼーションなどである。 

 

研究室にて（写真）    部屋の写真 

   

 

研究用の写真 

  
 

 

同窓生への一言 

 最近，同窓生の皆さんから，就職情報や研究情報をいただく機会が増え感謝しております。ま

た，機会がありましたら，元気な顔を見せに来て下さい。新しくなった理学部，研究室を見て，

きっと驚かれることと思います。 
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（９）野口 宗憲 [Munenori Noguchi] 生物圏機能講座助教授 

職名：助教授 

部屋番号：理学部 2号館 3階 B302 室 

電話：076-445-6675 

e-mail address: noguchi@sci.toyama-u.ac.jp 

研究内容： 

環境の刺激に反応して細胞運動が調節され行動が制御される仕組みの解明。原生生物の繊毛・鞭

毛を材料とした, ATP 分解のエネルギーが運動のエネルギーに変換される化学・機械共役の仕組

みの解明。また,環境の刺激が細胞内に伝わり種々の応答が引き起こされるシグナルトランスダク

ションの解明をめざしている。主な実験材料である「ゾウリムシ」は単細胞の生き物であるが,

感覚器官に相当する仕組みや運動器官である繊毛や神経と同じような活動電位を起こして信号を

伝えるなど,一つの細胞で多細胞の高等動物と同じような機能を持つことから,「泳ぐニューロン」

と呼ばれる。最近の主な研究成果としては,繊毛運動のためのエネルギー供給に,フォスファゲン

のアルギニンリン酸が輸送体として機能していることを証明したことと,繊毛運動の調節に関わ

るシグナルトランスダクションに,プロテインフォスファターゼ PP2C が働いていることを証明し

たことがあげられる。 

 

研究室にて（写真）   部屋の写真 

  
研究用の写真 

   

 

同窓生への一言 

 皆様お元気でご活躍のことと存じます。当研究室の近況に関しては下記 URL 

http://www.sci.toyama-u.ac.jp/env/noguchi/noguchiJP.html 
をご覧下さい。 
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（１０）久米 篤 [Atsushi Kume] 生物圏機能講座助教授 

職名：助教授 

部屋番号：理学部 2号館 3階 B308 室 

電話：076-445-6672 

e-mail address: akume@sci.toyama-u.ac.jp 

 

研究内容： 

植物の生育環境におけるストレス要因の評価と，それに対する植物の生理学的な適応の歴史的な

関係に興味を持ち研究を進めています。また，野外で自然の研究を進める上で，人間活動が野生

植物に及ぼす影響を適切に評価することは非常に重要であると考えています。地球温暖化や広域

大気汚染，植生利用の変化などの影響評価を，生理生態学・生物環境物理学・森林水文学など分

野横断的に手法を取り入れて行っています.  現在は，急激に進行している温暖化が本州中部山岳

地域の生態系に及ぼしている影響，登山者が立山の高山生態系に及ぼしている影響，大陸からの

オゾンや SO42-などの移送物質が植生に及ぼしている影響などのテーマを中心に，幅広く研究を進

めています。 

 

立山にて      部屋の写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヒメザゼンソウの花           水質の調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同窓生への一言 

 極東地域研究センターに移られた和田直也先生の後釜として，今年の 1月に九州大学から赴任

しました。もともと，ヒメアオキやユキツバキの多雪環境への適応の研究，極域の氷河後退域に

定着するパイオニア植物の研究をしていましたので，雪国には非常に愛着があります。和田先生

と協同して研究や学生指導を行なっています． 
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（１１）蒲池 浩之 [Hiroyuki Kamachi] 生物圏機能講座助手 

職名：助手 

部屋番号：理学部 2号館 3階 B311 室 

電話：076-445-6677 

e-mail address: kamachi@sci.toyama-u.ac.jp 

 

研究内容： 

植物は一度そこに根を下ろすと自由に移動することができません。夏の日差しの強い日、冬の雪

の日、あるいは虫や動物による食害にあった時など、たとえストレスフルな環境下におかれても

植物はその場所で生き抜いて行かねばなりません。しかしながら彼等は、厳しい環境の中をただ

漫然と堪え忍んでいるわけではなく、分子、細胞、組織、あるいは個体のレベルにおいて環境ス

トレスに対する精巧な防衛術を備えていることが分かっています。私はこのような植物の環境応

答について、生理学および細胞学的な側面からさらなるメカニズムの解明を目指して研究を行っ

ています。 

 

 実験暗室にて    研究室の様子 

   

 

 シダの配偶体：主な実験材料です。 鉛汚染地に繁茂するヘビノネゴザ 

   
 

同窓生への一言 

 富山大学に赴任して早１０年になりました。当時はしばしば学生さんといっしょになって実験

材料の採集に行ったり、夜遅くまで実験していたことが思い出されます。現在では雑用に追われ、

皆さんといっしょになって、じっくりと研究に対峙するという時間が少なくなったような気がし

ます。年を取ったせいもあるのでしょうか。皆様のさらなるご活躍を願っております。 
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（１２）黒田 律 [Ritsu Kuroda] 生物圏機能講座助手 

職名：助手 

部屋番号：理学部 2号館 3階 B310 室 

電話：076-445-6676 

e-mail address: ritsu@sci.toyama-u.ac.jp 

 

研究内容： 

 種々の動物卵では、受精初期に細胞内カルシウムイオン濃度の一過性増大が波状に伝播し、そ

の後の発生の引き金を引くと考えられている。精子がいかにしてこのカルシウムの波 (Ca2+ wave)

を誘起するのか、その初期機構を主として生理化学的・細胞生物学的手法で追究している。また、

希土類元素ガドリニウムは近年種々の用途に用いられ、河川や内湾の海水中の含量が増大してい

る。ガドリニウムイオン(Gd3+)は、極めて低濃度でウニ胚の骨片形成を左右非対称に阻害する事

が分かった。この機構を追究するとともに、他の水生小動物の発生に対する影響を調べている。. 

 

クリ?ンベンチの前で     新しいキッチン (2 号館 B310 号室)  

QuickTimeý Ç²
ÉtÉHÉg - JPEG êLí£ÉvÉçÉOÉâÉÄ
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QuickTimeý Ç²
ÉtÉHÉg - JPEG êLí£ÉvÉçÉOÉâÉÄ

Ç™Ç±ÇÃÉsÉNÉ`ÉÉÇ¾å©ÇÈÇ…ÇÕïKóvÇÇ•ÅB

 
 

        ウニ卵受精時の Ca2+ wave              プルテウス幼生の骨片.右は Gd3+存在下                    
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同窓生への一言 

 お元気で活躍される事を祈っております。 

来年 3月で、富山の黒田研は幕引きです。色々有難うございました。 
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（１３）和田 直也 [Naoya Wada] 極東地域研究センター助教授（協力研究室） 

職名：助教授 

部屋番号：理学部 1号館 2階 A224 室 

電話：076-445-6678 

e-mail address: wada@sci.toyama-u.ac.jp 

研究内容： 

人間活動の直接的影響の少ない高山生態系は,気候変動・地球温暖化による影響を検知しやすいシ

ステムとしてとられることができる。植物生態学の立場から,近年の気候変動が高山植物の繁殖と

成長様式に及ぼす影響を評価する目的で研究を行っている。ハイマツの枝伸長量を山岳の頂上付

近で測定した結果からは,中部山岳の個体群では経年的に伸長成長量が同調して増加しているこ

と,東北・北海道の個体群では経年的にやや減少していること,夏の気温以外に日照時間や降水量

といった要因が伸長成長に影響を及ぼしていること等が明らかになりつつある。 また,周北極要

素の高山植物・チョウノスケソウや日本の高山植物の優占種・チングルマについて,繁殖様式の個

体群変異や遺伝的多様性に関する研究も行っている。氷河期の遺存種であるチョウノスケソウ個

体群においては,遺伝的な多様度が著しく低いことが明らかになりつつある。 

 

立山にて     長白山（中国吉林省）のお花畑 

    

チョウノスケソウ（長白山）         チシマアマナの花とライチョウ（立山） 

    

 

同窓生への一言 

 同窓生の皆様，お元気でご活躍のことと思います。私は 2003 年 4 月に理学部生物圏環境科学科

から極東地域研究センターに移りました。現在は，なるべく高い山に登り，高山植物の生態や環

境変動について久米先生（理・生物圏）と一緒に調べております。 
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４．研究，研究室，研究関連施設の紹介（TOM'S Magazine から抜粋） 

４．１ 研究紹介 

（１）スケートはなぜ滑るか（地球科学科，対馬勝年教授） 
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（２）古地磁気学って何？（地球科学科旧教員，広岡公夫前教授） 
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（３）地球規模から観る日本の夏の異常気象（地球科学科，川村隆一助教授） 
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（４）ヒトデの不思議な世界を探る－生殖と発生の多様性－（生物学科，小松美英子教授） 
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 121 

（５）雪と氷に魅せられて（地球科学科協力教員，極東地域研究センター，川田邦夫教授） 
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（６）富山湾の海底はとのような地形になっているか（地球科学科，竹内章教授） 
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（７）富山の味覚を遺伝子で守る（生物学科，山崎裕治助手） 
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４．２ 研究室紹介 
（１）地球科学科，地球ダイナミックス講座，藤研究室（TOM'S No.01) 

 

（２）生物学科，生体制御学講座，内山・松田研究室（TOM'S No.03) 
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（３）化学科，合成有機化学第２研究室，平井・宮沢研究室（TOM'S No.05) 

 

（４）物理学科，物性物理学講座，結晶物理学グループ（（TOM'S No.07) 
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（５）生物圏環境科学科，環境科学計測講座，佐竹・張研究室（TOM'S No.09) 

 
（６）数学科，情報数理講座，木村研究室（TOM'S No.11) 
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（７）化学科，反応物性化学講座第２研究室，金坂研究室（TOM'S No.13) 
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４．３ 出版物紹介 
（１）とやま植物物語，鳴橋直弘，岩坪美兼，和田直也，佐藤卓(25 生）他，シーエーピー刊 

 

（２）循環する海と森，川田邦夫，張 勁，他１４ 
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４．４ 研究関連施設の紹介 
（１）水素同位体科学研究センター 
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（２）極低温量子科学研究センター 
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（３）総合研究棟 
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（４）機器分析センター 

 

 



 138 

（５）総合情報基盤センター 
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５．理学部同窓会人物ファイル（ＴＯＭ'Ｓマガジン抜粋） 
（１）北野芳則氏（化学第８回，昭和 35 年卒）ＹＫＫ株式会社代表取締役副会長 
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（２）吉川満男氏（物理学第 19 回，昭和 46 年卒）富士通株式会社特機システム事業部担当部長 
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（３）長沼英久氏（数学第１２回，昭和 39 年卒）高知大学理学部長 
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６．同窓会５０周年記念行事 
 

日時 平成１６年７月３１日（土） １３：２０～１６：３０，１７：００～１９：００ 

場所 名鉄トヤマホテル ４Ｆ 瑞雲の間 

   〒930-0004 富山市桜橋通り 2-28 ＴＥＬ：076-431-2211(大代表) 

プログラム 

１．同窓会総会     13:20～14:00 

  １）2003 年度事業報告、会計決算報告，監査報告 

２）2004 年度事業計画，会計予算案，会計中間報告 

３）後援会の設立，50 周年記念 CD-ROM 発行，ラフカディオ・ハーン没後 100 年支援その他 

２．５０周年記念式典  14:10～14:50 

  １）開会の辞 

  ２）物故者への黙祷 

３）同窓会長挨拶 

  ４）祝辞（学長） 

  ５）祝電披露 

  ６）５０年を振り返って（PowerPoint） 

  ７）今後の展望（学部長） 

  ８）閉会の辞 

３．記念講演会     15:00～16:30 

  演題 「個人史としての整数論」 

  講師 高知大学理学部長 長沼英久氏（第 12回卒業生） 

     現在 高知大学教授 理学部 数理情報科学科 情報科学講座 

  概要 20 世紀後半に飛躍的に進展した整数論および保形関数論について、所謂、土井―長沼

の定理を軸にして解説します。 

     Ａ.ヴェイユ、Ａ.セルバーグ、岩澤健吉、志村五郎、土井公二、三宅敏恒、森重文氏

等の数学者との出会いを含めて、整数論との出会いと、それぞれの日々の研究の展開

をお話します。それらは、様々なゼータ関数の研究であり、またゼータ関数相互の関

係の研究であるとも言えます。高木類体論を先達として、岩澤理論、志村理論を世界

に送り出した日本の数学、特に、整数論周辺の研究は海外でも高い評価を得ています。 

      講演者が滞在したアメリカのプリンストン高等研究所やドイツのマックス・プラン

ク研究所においてもそうでありましたし、先に、Ａ.ワイルスによって証明されました

フェルマーの予想においても多くの日本人数学者が活躍しています。このような状況

を自分（達）の研究との関連でお伝えしようと思っております。 

  講師略歴  1941 年 新潟県生まれ 

        1964 年 富山大学文理学部理学科（数学専攻）卒業 

        1966 年 大阪大学大学院理学研究科修士課程修了 

        1967 年 9 月 京都大学大学院理学研究科博士課程中退，京都大学助手 

        1970 年 10 月 金沢大学理学部講師 

        1973 年 10 月 金沢大学理学部助教授 

        1983 年 4 月 高知大学理学部教授 

４．記念写真撮影     16:45～16:50 

５．懇親会        17:00～19:00 ビアガーデン 
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６．会費 10,000 円（５０周年記念 CD-ROM 付き） 

     当日受付（３Ｆホール 12:30～14:00）にてお支払い下さい 

７．申込み http://www3.toyama-u.ac.jp/%7Ealumni4/ 

上記ホームページの申込み欄に必要事項を記入の上，送信ボタンを押して下さい 

８．問い合わせ FAX=076-445-6141，E-mail=alumni4.sci.toyama-u.ac.jp 

 

９．備考 

１．理学部同窓会５０周年記念事業は，以下の３点． 

（１）５０周年記念式典，記念講演会の開催 

 

 

講師：高知大学理学部長 長沼英久氏（数学１２回卒） 

 

（２）５０周年記念ＣＤ－ＲＯＭの発行 

   大学の５０年史から理学部を抜粋して掲載 

５０周年記念誌「氷筍」現在の研究室を紹介するデジカメ画像の収録 

３０周年記念誌「雪紋」，４０周年記念誌，会報のＰＤＦ化掲載 

（３）理学部後援会を立ち上げる 

   同窓生から後援会設立資金の醵金を募る 

２．理学部同窓会５０周年記念事業実行委員会委員 

数学科 ：池田栄雄（24 数） 

物理学科：高井正三（21 物），水島俊雄（22 物） 

化学科 ：西井 淳（28 化），菅澤剛一（30 化），大門 明（32 化） 

生物学科：松田恒平（33 生） 

地球科学科：遠山和大（47 地） 

生物圏環境科学科：蒲池浩之（37 生） 
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７．編集部から 

 
 理学部同窓会５０周年記念事業をやろうと，平田会長はじめ，数人の実行委員が集まって，記

念事業を企画し，動き出したのが平成１６年１月２１日（木）の１９時であった． 
 この時，５０周年記念事業として企画したのは， 
（１）５０周年記念式典，記念講演会の開催 

（２）５０周年記念ＣＤ－ＲＯＭの発行 

   大学の５０年史から理学部を抜粋して掲載（ＰＤＦ） 

５０周年記念誌「氷筍」現在の研究室を紹介するデジカメ画像の収録（ＰＤＦ） 

３０周年記念誌「雪紋」アーカイブ（ＰＤＦ） 

４０周年記念誌アーカイブ（ＰＤＦ） 

会報のアーカイブ（ＰＤＦ） 

富山大学の５０年史（ＰＤＦ） 

写真で見る富山大学の５０年（ＰＤＦ） 

理学部案内ＳＰＥＣＴＲＡ２００４（ＰＤＦ） 

同窓会室に保存されている写真集（ＰＤＦ） 

（３）理学部後援会を立ち上げる 

   同窓生から後援会設立資金の醵金を募る 

の３点であった． 

以上の目標を実現するために，約半年間，精力的に準備を進めてきたが，充分満足のいくもの

にはなっていない．しかし，５０年という節目で過去を顧みる必要があるように思う．その機会

と材料，データを提供し，記録するのが，この記念事業の役割である． 

 

私たち同窓生は，理学部に対して何を思い，何を期待しているのであろうか． 

新しく生まれ変わった理学部は，私たち同窓生に何を伝え，先輩としての誇りを満足させてく

れるのか．理学部で育んだ学生気質は今も受け継がれているか．私たち同窓生は，後輩の為に何

ができるのか．恩師は今，どうしているのだろうか．私たち同窓生は理学部の後輩に何を期待す

るか．50 年を振り返ってみると，様々な疑問が湧いてくる．その答えを考えながら，私たちの後

輩が，同輩が，先輩が，社会の様々な場所で活躍してくれていることを誇りに思う． 

 
 この５０周年記念誌『氷筍』発行の目的は，新しく生まれ変わった理学部を，写真と表情と少

ない言葉で紹介し，かつて，この学舎で勉学に勤しんだ同窓生が，その学生生活環境の変容と教

員の資質を認識し，この学部・学科，大学院で何が学べるかを認知し，次世代の子供達に， 
・生きるための英知（哲学）の獲得と， 
・理学部出身者が果たすべき社会的役割・責任と， 
・地域社会の人々が「富山大学理学部の卒業生はやっぱり頼りになる」と誇れる理学部卒業

生の生き甲斐 
を伝えていこうとする伝統と気質を作り，後世に残すことである． 
 
 最後に，理学部同窓生が何時でも誇りをもって生きていけるよう，同窓会は常に応援し続けま

す．素晴らしい未来と栄光と繁栄のために．・・・ 
                       理学部同窓会５０周年記念事業実行委員会 
                        世話人 高井正三（第 21 回物理学） 
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